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研究成果の概要（和文）：我々は基質（ポリフェノール）によってミトコンドリアの生合成が誘発されること、
とりわけ、運動が引き起こす効果を増幅させることを発見した。この事象はポリフェノール依存的に活性化する
シグナル経路の存在を推測させるものの、体系的な研究が進んでいない。本研究では、運動トレーニングやクル
クミン投与によって生じる骨格筋のミトコンドリア生合成の分子機序とミトコンドリアの呼吸機能を明らかにす
ることを目的とした。本研究の結果、継続的な運動トレーニングはそれ自体がミトコンドリア生合成を促進する
刺激ではあるが、クルクミン投与によっても運動とは別にミトコンドリア生合成を上昇させることが明らかにな
った。

研究成果の概要（英文）：Mitochondrial biogenesis in response to exercise is reliant on adaptive 
changes through potentially key signal for activating mitochondrial biogenesis (eg. activation of 
SIRT1, AMPK and PGC-1a). Polyphenol curcumin is a natural antioxidant exhibiting a variety of 
pharmacological activities and therapeutic properties. However, it remains unknown the effect of 
curcumin and underlying mechanism on skeletal muscle for regulation of mitochondrial biogenesis. The
 purpose of the present study was to examine the effects of endurance training (eTR) and curcumin 
treatment on mitochondrial biogenesis and to identify some of key cascade along the cell signaling. 
The experimental results suggested that that curcumin treatment with eTR regulated mitochondria 
biogenesis in skeletal muscle through SIRT1 and AMPK -mediated signaling pathway.

研究分野：スポーツ科学
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酸化によって生体に必要な
ネルギー代謝の要として機能する。我々はこ
れまでにミトコンドリアの生合成に関わる因
子（薬剤や基質）とシグナル経路について検
証し、基質（ポリフェノール）によってミト
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って検出し、得られたバンドの
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(4) ミトコンドリアの酸素消費測定
 ミトコンドリア呼吸は酸素濃度モニタリン
グチャンバー内に酸素電極を挿入し、チャン
バー内の酸素濃度を継時的に計測することに
よって酸素消費速度として算出した。
 
(5)その他の生化学的分析
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